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電力コスト削減および省エネルギー対策に関する提案書
1．提案の背景と目的
近年の電力料金の上昇に伴い、当社においても電気代の増加が経営コストに与える影響が大きくなっております。
特に、工場設備・空調機器・照明設備の使用量増加により、電力使用量は年々増加傾向にあります。
このような状況を踏まえ、本提案では
電力使用の最適化および無駄の削減を通じたコスト低減を目的として、具体的な省エネルギー施策を提案いたします。

2．現状の課題（電力使用状況）
現状の電力利用において、以下の課題が確認されています。

・不要な照明や設備が稼働し続けている時間帯がある
・空調温度の管理が部署ごとにばらついている
・旧型設備の使用により消費電力が高い
・電力使用量の見える化がされておらず、改善意識が低い
・ピーク時の電力使用が集中し、基本料金が高騰している

これらの要因により、電気代が必要以上に増加している可能性があります。

3．提案内容（電気代削減施策）
本提案では、短期施策と中長期施策を組み合わせた改善を行います。

（1）即効性のある運用改善（短期施策）
・不要照明の消灯ルール徹底（昼休み・退社後）
・空調設定温度の統一（夏季28℃／冬季20℃目安）
・使用していない機器の電源オフ徹底
・省エネ意識向上の社内周知・掲示
→ 即時5〜10％の電力削減効果が見込まれます

（2）設備の見直し（中期施策）
・照明のLED化（消費電力約40〜60％削減）
・高効率エアコンへの更新
・人感センサー・タイマー制御の導入
・待機電力削減機器の導入
→ 初期投資は発生するものの、1〜3年で回収可能
（3）電力管理の高度化（中長期施策）
・電力使用量の見える化システム導入
・ピーク電力の分散運用（デマンド管理）
・契約電力の見直し（電力会社・料金プラン変更）
・太陽光発電など再生可能エネルギーの検討
→ 継続的なコスト削減と経営の安定化につながる

4．期待される効果
本施策により、以下の効果が期待されます。
・年間電気代の削減（目安：10〜30％）
・エネルギー使用の最適化
・環境負荷の低減（CO2削減）
・社員のコスト意識向上
・企業イメージの向上（環境配慮企業）

5．導入スケジュール（案）
① 現状分析（電力使用状況の把握）
② 改善施策の優先順位決定
③ 試験導入（特定エリア・部署）
④ 全社展開
⑤ 効果測定および継続改善

6．想定コストおよび投資対効果
短期施策についてはほぼコストをかけずに実施可能です。
設備投資についても、省エネ効果により数年で回収可能と見込まれます。
また、電力価格の上昇リスクを考慮すると、早期導入によるメリットは非常に大きいと考えられます。

7．今後の課題と検討事項
・設備更新に伴う初期投資の検討
・社内ルール定着のための教育・管理体制
・継続的な改善体制の構築

8．まとめ
本提案は、単なるコスト削減にとどまらず、持続可能な企業運営を実現するための重要な施策です。
電力使用の最適化を通じて、経費削減と環境配慮の両立を図ることが可能となります。
何卒、本提案の趣旨をご理解いただき、ご検討賜りますようお願い申し上げます。
以上
